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訪問リハを終了し通所リハへ移行することとなった．
３．家族質問紙結果
　再度，家族質問紙を行った．STの評価結果との一
致度が高く，家族は患者の状態を客観的に把握してい
ると判断し理解は「良好」であった．
Ⅳ　考察
　失語症者が在宅復帰した後，社会適応が良好となな
るかは，本人･家族の病態に対しての理解が必要であ
る．本症例は失語症であり，他者とのコミュニケーショ
ンに障害を持っている．また，家族の本人に対する理
解は過小評価であった．そのため，在宅復帰後も社会
適応が困難になることが推測された．
　よって，家族支援とコミュニケーションノートの作
成は有効な手段となった．
　１期での家族支援については，訪問リハ開始当初か
ら家族に対して病態説明やコミュニケーション指導を
行うことで，失語症状に対して理解することが可能と
なり，本人･家族ともにコミュニケーション面に対し
ての負担の軽減に繋がったと考えられた．
　今回の訪問リハの介入では症例自身の機能回復はさ
ほど認められなかったものの，コミュニケーション
ノートという代償的なコミュニケショーンツールを作
成することで，コミュニケーション意欲の向上を認め
た．日常生活場面でも，家族だけでなく知人宅や通所
リハへ行くことが可能となり社会参加が拡大された．
　失語症者の在宅復帰での到達目標として，家族との
コミュニケーション方法の獲得の達成が望ましい．失
語症状が軽度であれば，達成可能でありその結果とし
て社会参加の拡大にも繋がると思われる．
　今回一連の訪問リハを経て，他者との会話に対して
意欲の向上を認めた．今回の家族支援及びコミュニ
ケーションノートの作成が日常生活場面でのコミュニ
ケーション能力の向上に有効であったことを示してい
る．今後，失語症者を在宅生活で支える上で家族が病
態を理解することと，適切なコミュニケーションツー
ルを作成することは重要であったと考えられた．特に，
家族の協力の有無によって当事者の在宅生活が大きく
変化する．当事者のみではなく，環境的な要因を変え
ていくことが必要である．
　失語症者の在宅復帰のゴールは機能回復のみではな
く，残存する能力を用いてコミュニケーションをとれ
ることである．日常生活場面においてコミュニケー
ションをどのように対応させることが出来るかを考慮
するかが必要であるかを示唆している．
Ⅴ　まとめ
　今回，失語症者および家族に対してSTが訪問リハ
ビリで１年程度，日常生活場面にあったコミュニケー
ション指導を実施した．その結果，コミュニケーショ
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図 3　標準失語症検査結果
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ンノートという代償的なコミュニケーションツールを
獲得し，さらに通所リハへ移行するなどといった社会
参加の拡大を認めた．
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